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６．附属農場太陽光発電システム設置に伴う電線埋設工事に伴う立会調査

調査地区 吉田構内Ｒ－16、Ｔ－17

調査面積 27㎡

調査期間 令和５年１月27日

調査担当 横山成己

調査結果

当該年度に農学部附属農場フィルムハウスが増築

されたことに伴い、大学改革推進補助金（デジタル活

用高度専門人材育成事業）による、太陽光発電気を

蓄電池およびフィルムハウスに供給するための電線

埋設工事計画が、令和４年度第１回埋蔵文化財資料

館専門委員会（令和４（2022）年７月25日（月）開催）

に提出された（図18）。審議の結果、工事立会にて埋

蔵文化財保護対応を行うことが提案され、承認され

た。 立会は、電気線埋設路掘削が終了した段階で

行った。掘削幅は0.5ｍ、深度は0.3ｍであることから、

大部分は表土および造成土内に収まったが、Ｕ字溝など既設構造物を避けるために掘削深度が深くな

った箇所など２地点において、地山の可能性がある浅黄色（5Y7/4)～明黄褐色（2.5Y7/6)シルト土層を

検出した（図22・23、写真75・76）。

当該年度に実施した附属農場フィルムハウス設置に伴う造成工事に伴う予備発掘調査（本書所収）で

は、これまで不明確であった附属農場本館南側敷地に埋蔵文化財が分布することが確認された。附属

農場敷地では、近年工事が増加する傾向にある。今後も慎重な対応が必要である。

図22 調査区位置図

吉田構内（吉田遺跡）の調査
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第３節 常盤構内（山口大学工学部構内遺跡）の調査

１．ライフライン再生（給排水設備）工事に伴う立会調査

調査地区 常盤構内

調査面積 約90㎡

調査期間 令和４年９月15日、11月30日、12月２

日、12月５～６日

調査担当 田畑直彦

調査結果

常盤構内でライフライン再生（給排水設備）工事

に伴い、構内北部の埋蔵文化財包蔵地の一部とそ

の隣接箇所で掘削工事が計画された。このため、

令和３年度第４回埋蔵文化財資料館専門委員会

（令和４年３月28日（月））の審議を経て立会調査を

行った。

Ａ地点では現地表下124㎝まで掘削を行った

が、すべて造成土の範囲内であった。Ｂ地点では

現地表下約46㎝で地山の黄橙色（7.5YR8/8）シル

ト、約69～89㎝で明緑灰色（10GY7/1）を主体とす

る岩盤および岩盤風化土を検出した。Ｃ地点では

現地表下約170㎝まで掘削を行ったが、すべて造

成土の範囲内であった。

以上から、調査区内は身体障害者用スロープ取

設に伴う立会調査区等と同様に、削平されているこ
註 1

とが確認できた。

【註】

1）河村吉行（1987）「工学部身体障害者用スロープ取設に伴う

立会調査」山口大学埋蔵文化財資料館（編）『山口大学構内

遺跡調査研究年報Ⅵ』, 山口

常盤構内（山口大学工学部構内遺跡）の調査
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図 24　調査区位置図

写真 78　Ｂ地点周辺 （西から）

 写真 79　 Ｂ地点土層断面 （南西から）
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